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2024年３月期通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 

当社は、2023年４月27日に発表しました2024年３月期通期連結業績予想を下記のとおり修正しますので、お知

らせいたします。 

記 

 

１. 2024年３月期通期連結業績予想の修正（2023年４月１日から2024年３月31日まで） 

（単位：百万円） 売上収益 事業利益※ 営業利益 税引前利益 

親会社の所有者

に帰属する 

当期利益 

基本的 

１株当たり 

当期利益 

前回発表予想（A） 

（2023年４月27日発表） 
350,000 14,800 13,400 12,400 8,000 

円 銭 

51  14 

今回修正予想（B） 

（2023年10月31日発表） 
355,000 18,500 16,500 15,500 10,500 

円 銭 

67 97 

  

27  32     

 

     

増 減 額（B－A） +5,000 +3,700 +3,100 +3,100 +2,500  

増 減 率（ ％ ） 1.4 25.0 23.1 25.0 31.3  

（参考）前期実績 

（2023年３月期） 
336,910 15,836 21,634 21,161 16,229 

円 銭 

99  27 

 

 
※売上収益から売上原価、販売費及び一般管理費を控除することにより算出され、主として一時的な要因からなるその他の収益、その他の費用、

為替差損益などを含まない。当期より従来の「コア営業利益」から「事業利益」に名称変更。 

 

２. 修正の理由 

  当第２四半期連結累計期間は、セーフティ＆セキュリティ分野の無線システム事業が、前期に引き続き北米市場

を中心に需要が拡大していることを背景に想定以上に好調に推移したことなどから、全社で期初の想定を大幅に上

回る実績となりました。 

第３四半期連結会計期間以降についても、世界情勢がますます緊迫化する中で、危機管理機運の高まりにより、

防災・セキュリティ対策として無線システムの堅調な需要が見込まれることなどから、無線システム事業が期初計

画を大きく上回る見込みです。これにより、全社の売上収益および事業利益などが期初の想定を上回る見込みであ

ることから、上記のとおり2024年３月期通期連結業績予想を修正いたします。 
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【参考】分野別通期連結業績予想 

 

※：’21/３期のM&Tの実績には、’22/３期に編入したテレマティクスサービス事業を含む 

 

 

 

以 上 

（億円）

'21/3期

実績
※

'22/3期

実績

'23/3期

実績

'24/3期

前回発表予想
（'23/4/27）

'24/3期

今回発表予想
（'23/10/31）

前回発表

予想比

売上収益 1,571 1,643 1,976 2,100 2,060 △ 40

事業利益 56 22 44 38 38 0

売上収益 609 581 747 760 900 + 140

事業利益 19 25 107 107 156 + 49

売上収益 501 534 573 580 530 △ 50

事業利益 5 27 8 10 2 △ 8

売上収益 55 63 74 60 60 ±0

事業利益 △ 5 △ 3 △ 0 △ 7 △ 11 △ 4

売上収益 2,736 2,821 3,369 3,500 3,550 + 50

事業利益 75 71 158 148 185 + 37

M&T

合計

S&S

ES

その他


